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 2021 年５月中旬発売予定  
  
 「生き直すために必要なものは、信頼できる大人」（少年院出院者） 
  今回の少年法「改正」案は、少年の本当の姿を見ているのか。 
  少年事件事例などを踏まえて、改正案の狙いと問題点を浮き彫りにする。 
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